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現状分析： 平均的な降水量の将来予測

 将来変化に対する地域依存性が大きい

 全国平均の年降水量には有意な将来変化が

見られない

 統計的に有意な変化を示す地域、メンバー

あり

年降水量（現在気候、将来気候） 変化： 100×（将来／現在－1）

統計的に有意な点を塗りつぶしてある
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Murata et al. (2015) SOLA
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現状分析： 極端な降水量の将来予測

 NJ, NP, EJ地域では、

過半数のメンバーに

おいて統計的に有意

な増加

 NJ地域では全メン

バーの値が有意、か

つ高い変化率 
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時間降水量の99パーセンタイル（20年平均）

※ 塗りつぶされた点は統計的に有意な変化（有意水準5%）
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Murata et al. (2017) SOLA
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気候予測データの種類

公開されている日
本の気候の将来予
測データ
水平解像度重視

メンバー数重視
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課題: 予測結果の不確実性の低減

 地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究

6

副課題1: 地域気候モデルによる予測結果の信頼性向上に関する研究

① 地域気候モデルの改良 ② 予測の信頼度評価 ③ 物理的メカニズム

気象庁現業モデルの活用

陸面等の物理課程の改良
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現在の温暖化検出

統計的手法による分析

現実的なシナリオの利用
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